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意見交換会を開催しました

「ご意見を聴く会」と「議員と気軽にトーク」は何が違うの？

◎ご意見を聴く会
議員が地域に出向き、地区の公民館等でご意見を伺います。上越市内の
各区を 4年間で回っています。

◎議員と気軽にトーク
議員が商業施設等の人の集まる場所に出向き、ご意見を伺います。オン
ラインも含む様々な形で意見交換を行っています。

リニューアルしたことで、
若い方の参加率が
上昇したんだね！

当市議会では、災害などの非常事態が発生しても迅速に活動できる議会を目指し、議会改革を進めて
います。ご意見を聴く会では、議会改革推進特別委員会の山田委員長が、改革の成果を報告しました。

通年会期制 オンライン委員会
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意見交換会における 30代以下参加率の推移

令和５年５月にリニューアル

意見交換の時間を
25分から 70分に
拡大しました

「ご意見を聴く会」、「議員
と気軽にトーク」の２つの
開催方式を設けました

意見交換会は、令和５年５月からリニューアルして開催しています！

オンラインで開催した意見交換会の様子

いただいたすべての
ご意見はこちらから

11 月 6 日・7 日に「ご意見を聴く会」、8日に「議員と気軽にトーク」を開催し、28 名の
市民の方から参加いただきました。議員と気軽にトークは、会場に出向くことが困難な方
でも参加できるよう、上越市議会初のオンラインで開催しました！
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・１年を通じて、いつでも議会を開催できる状態
になります。
・議会は、これまでの市長が招集する形から、
議長が主体的に開催する形になります。
・災害や異常気象、物価高騰などの市民生活に
直結する緊急的な問題に対しても、素早く対
応することができます。

・委員等が市役所に参集することが困難な場合
でも、インターネットを通じて委員会に参加
できるようになります。
【市役所に参集することが困難な場合とは】
●大規模な災害の発生
●育児、介護　など

【  議会改革の成果  】 令和８年度から、ここが変わります！

意見が出やすいよう
に、教室形式から
車座形式にしました

西沢広報広聴委員

降旗広報広聴委員



渇水に伴う原水確保等に要した経費の一部を
水道事業会計へ繰り出し

3億 8,368 万円

リージョンプラザ上越における経年劣化した
動力制御盤等の更新

1億 3,783 万円

物価高騰による給食食材費の不足分 7,924 万円

国県支出金等の還付金の不足分 5,354 万円

今夏の渇水に伴う市の温浴施設の無料開放に
要した経費に係る指定管理者への補填

3,125 万円

施 設 名 利用人数 補 填 額
単位：千円

ゆきだるま温泉久比岐野 1,095 人 499

大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館 8,356 人 4,438

吉川ゆったりの郷 11,295 人 6,439

吉川スカイトピア遊ランド 542 人 231

牧湯の里深山荘 2,554 人 1,177

板倉保養センター 8,386 人 4,132

うみてらす名立 13,130 人 8,943

上越リゾートセンターくるみ家族園 14,849 人 5,390

12/11㊍～16㊋ 12/5㊎～10㊌ 12/4㊍12/18㊍

委員会 本会議

●補正額：3,125 万円

令和７年度
補正予算等

1,000 1,010 1,020 1,030 1,040 1,050 1,060 1,070

主な補正予算の項目

令和７年度予算の推移

本会議本会議

当初予算

単位：億円

6月
定例会

9月
定例会

12 月
定例会

補正予算って何？

≪無料開放を実施した施設、利用人数及び補填額≫

このほか民間温浴施設からも無料開放にご協力いただきました。
ありがとうございました。

＋14.7 億円

市長就任後、初の議会に臨む小菅市長。
12月定例会初日に行った所信表明の様
子は二次元コードからご覧ください。 

　３・６・９・12 月に開催される定例会のうち、12
月定例会の内容をお届けします。12 月定例会は、主
に今年度の当初予算に追加や変更を加える補正予算
などを審議しました。

0

何らかの理由で当初予算
を増額・減額するときに、
組まれる予算のこと

　渇水に伴う市の温浴施設の無料開放に要した
経費を指定管理者に補填する補正予算が提案さ
れました。

温浴施設の無料開放に要した経費の補填
01
point

　世界情勢が刻々と変化する今日、我が国は人口減少社会
を迎え、長引く物価高騰が市民生活や地域経済等に深刻な
影響を及ぼしています。加えて、当市においては、医療の
再編、災害への備え、地域産業を支える人材の確保、子育
てや介護・福祉の充実支援、幅広い世代への多様な学びの
推進など、様々な課題に直面しています。

　こうした状況の中、公約の実現に向け、「信頼と誠実」
を旨とし、市民一人ひとりに寄り添いながら、安心して心
豊かに暮らせるまちづくりを推進していきます。そして、
輝く上越、誇れる上越、「ここに住んでよかった」と皆が
感じられる上越を目指し、一つひとつ着実に市政を前に進
めてまいります。

　今後の市政運営に当たっては、市民の皆様と共にまちづ
くりを進めていけるよう、丁寧な対話を大切にするとと
もに、市議会の皆様とは、政策を中心とした、健全で活
発な議論を重ねてまいりたいと考えています。
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１２月定例会
令和７年度の補正予算などを審議する

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

温浴施設の無料開放について、あら
かじめ予算措置をせず、実績に基づ
く補正予算とした理由は何か。

実施期間や利用人数が見込めなかっ
たことや、当面は資金面を含めて
施設の運営上問題がなかったこと
から、実績により精算することとし
たものである。

断水を回避する手段として、一定の
効果があったと考えている。

議会は議案のココに注目！

渇水対策に効果はあったのか。
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65

小菅市長の所信表明

３４ ２ １

12 月定例会の流れ
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区 分 単 位
上 限 額

改正前 改正後

個人
一般

1人
につき

420 円 600 円
小・中学生 210 円 300 円

団体
※20人以上

一般 340 円 480 円
小・中学生 170 円 240 円

区 分
上 限 額

改正前 改正後
入 館 料 1,800 円 2,300 円
年間入館券 4,300 円 5,100 円

区　分 改正前 改正後 比 較
上越市の一般家庭の
平均排除量（18 ㎥）

3,785 円 4,131 円 346 円

区 分 汚水の排除量 改正前 改正後

一般汚水

基本使用料 1,669.8 円 1,822.9 円

超過使用料
（1㎥につき）

86.9 円 94.8 円

210.1 円 229.3 円

238.7 円 260.5 円

284.9 円 311.0 円

346.5 円 378.2 円

公衆浴場汚水 78.1 円 85.2 円

都市ガス料金の改定 公の施設の使用料等の見直し

下水道使用料の改定

【  上越リゾートセンターくるみ家族園  】

【  上越市立水族博物館  】

浴場利用料金の上限額を改定
するに至った理由は何か。

リージョンプラザ上越の動力制御盤更新

　経年劣化した動力制御盤等の更新に係る経
費を増額する補正予算が提案されました。
●補正額：1億 3,783 万円
●工　期：11 か月

≪現行料金と改定後料金の比較（税込み）≫

※実際に設定する金額は、上限額の範囲内において市と指定管理者との協議により決定します。

※

※

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

リージョンプラザ上越のアイスアリーナ10月に開催したガス水道フェアの様子

　原料ガス購入価格の改定に伴い、令和８年
度から都市ガス料金を改定する条例改正が提
案されました。

　近年のエネルギー価格高騰等の影響を受け、施設
運営に係る維持管理経費が増加していることから、
18 の公の施設で使用料・利用料金の上限額、開館時
間等を見直すための条例改正が提案されました。

○次に該当する施設で、条例改正が提案されました
・エネルギー価格や労務費の高騰等の影響を大きく
受けている
・民間事業者でも同種のサービスが提供されている
・使用料の設定において、受益者負担の割合が高い
・地域振興を目的に、主に市外や県外の利用者を想
定している
・指定管理者から使用料の改定の要望がある

施設を利用する市民の負担を軽減する考えは
ないか。

集会施設や会議室など地域の方が利用する施
設は、料金の据え置きや値上がり率を少なくす
ることを検討している。基本的に市外の方が利
用する宿泊施設については、指定管理者との協
議において、受益者負担という考え方の中で一
定の値上げを設定した。

エネルギー価格や労務費の高騰の影響を大きく受
け、指定管理者から利用料の改定の要望があった
ためである。

値上げにより来館者数に大きな影響が出ると
思うが、どのような見込みを立てているのか。

新たな入館料は全国の公営水族館の平均水準に
落ち着くと想定しており、これは指定管理者が
増収になることと来館者数への影響を検討した
結果である。遠方からの入館者の割合が高いこ
とから、平均水準の入館料であれば、入館者数
の落ち込みを避けることができると捉えている。

02
point

03
point

04
point

05
point

リージョンプラザ上越のアイスリンク
は、工事期間中は使用できないのか。

基本的には使用できない状況になるの
で、関係団体が県内他市のアイスリンク
を使えるように働きかけていく。

料金の値上げにより一般家庭へのガス
販売量の落ち込みが懸念されるが、ガス
の使用量を伸ばすため、どのような取組
を考えているか。

来年度 100 周年を迎える水道事業に関
連し、ガス水道フェアとコラボした目新
しい事業を計画するなど、一般家庭の利
用を維持していきたい。

　下水道事業の今後の収支見通しを
踏まえ、持続可能な事業経営に必要
な収入を確保するため、令和 8 年度
から下水道使用料を改定する条例改
正が提案されました。

渇水に伴う節水により下水道料金収
入が減っているが、今回の料金改定
に何か影響しているのか。

一度節水をお願いすると、水の使用量
が回復するまで数年かかる傾向があ
るため、有収水量（料金徴収の対象と
なる水の使用量）の見込みをかなり厳
しめにして料金改定を行った。

5 ㎥まで

6 ㎥～10 ㎥

11 ㎥～20 ㎥

21 ㎥～30 ㎥

31 ㎥～100 ㎥

101 ㎥以上

1㎥につき
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伊﨑議員
（参政党）

平良木議員
（日本共産党議員団）

反　対 反　対

市長提出議案に対して

人
事
案
件
に

同
意
し
ま
し
た

■
監
査
委
員
の
選
任

　
　
飯
　
塚
　
　
義
　
隆
　
　
氏

■
固
定
資
産
評
価
審
査

　
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
德
　
永
　
　
康
　
弘
　
　
氏

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　
常
　
山
　
　
ミ
サ
子
　
　
氏

　
　
佐
　
藤
　
　
一
　
郎
　
　
氏

　
　
荻
　
原
　
　
佐
知
子
　
　
氏

　
　
朝
　
日
　
　
　
啓
　
　
　
氏

　
　
市
　
村
　
　
千
　
映
　
　
氏

　
　
柳
　
澤
　
　
恵
美
子
　
　
氏

　
　
長
　
尾
　
　
芽
　
美
　
　
氏

　
　
竹
　
田
　
　
　
証
　
　
　
氏

討論とは、提案された議案等に対して､議員が
賛成か反対かを表明するものです。
討論の内容も踏まえて、採決に進みます。

　十分な賃上げがされていない中、
特別職の職員等の手当を増額する
ことは慎むべきである。また、マイ
ナンバー制度に関連するシステム
整備は、政府による国民の監視につ
ながる恐れがあることなどから、14
議案に反対する。

　脱炭素社会に向けた政策の効果
検証が不十分なまま、脱炭素住宅推
進補助金の増額に一般財源を投入
することは慎重さを欠くことから、
１議案に反対する。

審 議 結 果
◎：全員賛成で可決　○○：賛成多数で可決

議案等名 審議
結果 議案等名 審議

結果

議案第106号 令和７年度上越市一般会計補正予算（第５号） ○ 議案第135号 上越市リフレッシュビレッジ施設条例の一部改正について ◎

議案第107号 　　　　〃　　　国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ 議案第136号 上越市安塚雪だるま高原条例の一部改正について ◎

議案第108号 　　　　〃　　　診療所特別会計補正予算（第１号） ◎ 議案第137号 上越市大島庄屋の家条例の一部改正について ◎

議案第109号 　　　　〃　　　介護保険特別会計補正予算（第２号） ◎ 議案第138号 上越市うみてらす名立条例の一部改正について ◎

議案第110号 　　　　〃　　　病院事業会計補正予算（第１号） ◎ 議案第139号 上越市吉川ゆったりの郷条例の一部改正について ◎

議案第111号 　　　　〃　　　ガス事業会計補正予算（第１号） ◎ 議案第140号 上越市牧湯の里深山荘条例の一部改正について ◎

議案第112号 　　　　〃　　　水道事業会計補正予算（第１号） ○ 議案第141号 上越市柿崎マリンホテルハマナス条例の一部改正について ◎

議案第113号 　　　　〃　　　下水道事業会計補正予算（第１号） ◎ 議案第142号 上越市大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館条例
の一部改正について ◎

議案第114号 上越市北陸新幹線上越妙高駅周辺地区における企業等の
立地の促進に関する条例の一部改正について ◎ 議案第143号 上越市吉川スカイトピア遊ランド条例の一部改正について ◎

議案第115号 職員の旅費に関する条例の一部改正について ◎ 議案第144号 上越市板倉保養センター条例の一部改正について ◎

議案第116号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部改正について ○ 議案第145号 上越市立水族博物館条例の一部改正について ◎

議案第117号 特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について ○ 議案第146号 上越市地域生涯学習センター条例の一部改正について ◎

議案第118号 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件及び職務に専
念する義務の特例に関する条例の一部改正について ○ 議案第147号 上越市農業研修センター芙蓉荘条例の廃止について ◎

議案第119号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について ◎ 議案第148号 市道路線の廃止について ◎

議案第120号 上越市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について ○ 議案第149号 市道路線の認定について ◎

議案第121号 上越市ガス水道事業管理者の給与及び旅費に関する条例
の一部改正について ○ 議案第150号 工事施行協定の締結について ◎

議案第122号 上越市水道事業給水条例の一部改正について ◎ 議案第151号 指定管理者の指定について ◎

議案第123号 上越市下水道条例の一部改正について ○ 議案第152号 新潟県市町村総合事務組合規約　の変更について ◎

議案第124号 上越市農業集落排水条例の一部改正について ○ 報告第11号 専決処分した事件の承認について（令和７年度上
越市一般会計補正予算（専第３号）） ◎

議案第125号 上越市浄化槽整備推進事業に係る浄化槽の設置等に関す
る条例の一部改正について ○ 報告第12号 専決処分した事件の承認について（令和７年度上

越市一般会計補正予算（専第４号）） ◎

議案第126号 上越市液化石油ガス供給条例の一部改正について ○ 同意案第5号 上越市監査委員の選任について ◎

議案第127号 上越市ガス供給条例の一部改正について ○ 同意案第6号 上越市固定資産評価審査委員会委員の選任について ◎

議案第128号 上越市企業振興条例の一部改正について ◎ 諮問第8号
～第15号 人権擁護委員候補者の推薦について ◎

議案第129号 上越市体育施設条例の一部改正について ◎ 発議案第8号 上越市議会委員会条例の一部改正について ◎

議案第130号 上越リゾートセンターくるみ家族園条例の一部改正について ○ 発議案第9号 上越市議会の会期等に関する条例の制定について ◎

議案第131号 上越市月影の郷条例の一部改正について ◎ 発議案第10号 上越市議会通年会期制等の導入に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定について ◎

議案第132号 上越市六夜山荘条例の一部改正について ◎ 発議案第11号 上越市議会会議規則の一部改正について ◎

議案第133号 上越市南葉高原キャンプ場条例の一部改正について ◎ 発議案第12号 新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取
組を求める意見書の提出について ◎

議案第134号 上越市菖蒲高原緑地休養広場条例の一部改正について ◎ 発議案第13号 免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について ◎

各議員の賛否は次のページをご覧ください。

賛否が分かれるなどした右表の網かけの議案等について、議員別に賛否等を公表します。

議
案
等
番
号

審　
議　
結　
果

合計 久比岐野 市民クラブ つなぐ 日本共産党
議員団 みらい 公明党 参政党 会派に

属さない議員

賛　
　
成

反　
　
対

降
旗
太
地

大
島
美
香

草
間
和
幸

安
田
佳
世

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子

橋
本
洋
一

飯
塚
義
隆

江
口
修
一

熊
倉
隆
将

山
本
佳
洋

中
土
井
か
お
る

高
山
ゆ
う
子

小
林
和
孝

こ
ん
ど
う
彰
治

本
城
文
夫

平
原
留
美

滝
澤
陽
一

関
川
信
之

宮
﨑
朋
子

平
良
木
哲
也

上
野
公
悦

橋
爪
法
一

牧
井
邦
生

髙
橋
浩
輔

櫻
庭
節
子

西
沢
智
子

山
田
忠
晴

渡

邉　

希

伊
﨑
博
幸

宮
川
大
樹

滝
沢
一
成

渡

邉　

隆

106 可決 26 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ −

107、112、
116 ～118、
120、121、
123 ～127、
130

可決 28 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

※ 〇は賛成、×は反対。なお、議長（渡邉隆）は採決に加わらない。



● 草間和幸　鳥獣被害対策 / 豪雨被害を受けた新たな対策 / 当市の今後の農業ビジョン

● こんどう彰治　市長公約 / 市道に架かる橋梁の現状

● 櫻庭節子　考える力の育成 / 市内道路の安全性

● 髙橋浩輔　図書館に来館が困難な方々の支援

● 本城文夫　市政運営に対する市長の基本姿勢 / 市長公約 / センター病院の早期改築

● 関川信之　保倉川放水路の早期着工 / 中山間地域活性化の支援

● 橋本洋一　日常的な除雪に対する高齢者世帯の支援

● 江口修一　津波避難タワーの整備 / 市職員業務のＤＸ化

● 渡邉希　教室への国旗等の掲示 / 平日の部活動

● 宮﨑朋子　鳥獣被害対策 / 公共トイレの整備 / 環境美化活動の取組

● 中土井かおる　紙おむつバンクの創設 / 高齢者の居場所づくり

● 山田忠晴　気象防災アドバイザーの設置 / 脳脊髄液減少症の現状

● 牧井邦生　高田の街の再開発

● 西沢智子　公共トイレの整備 / 低出生体重児のおむつ購入支援

● 伊﨑博幸　原発再稼働の安全性

● ストラットン恵美子　13区の地域振興

● 熊倉隆将　物価高騰・経済対策

● 上野公悦　原発再稼働に係る県民投票

● 降旗太地　廃校備品の活用 / こどもセンターの整備

● 山本佳洋　原発再稼働容認の見解と安全確保

● 小林和孝　上越独自の観光 / 謙信公生誕500年に向けた取組

● 安田佳世　こどもセンターの概要 / 地域独自の予算事業の状況

● 高山ゆう子　避難所となる学校体育館へのエアコン設置 / グラウンド・ゴルフ

● 宮川大樹　物価高騰対策

● 橋爪法一　県立松代病院の無床診療所化

● 平良木哲也　センター病院の早期改築

● 滝沢一成　第７次総合計画とマニフェストの整合性

　一般質問とは、議員が市の行政全般にわたって、市長や教育長等に方針・見解・事実の説明・
報告などを求めるものです。今定例会では、27 人が登壇し、論戦を繰り広げました。その中か
ら一部抜粋して掲載します。

二次元コードを読み取ると、その議員の一般質問の動画を視聴できます。

11ページ

12 ページ

13 ページ

14 ページ

15 ページ

16 ページ

17 ページ

18 ページ

19 ページ
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デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
な
ど
に
よ
っ
て
自
分
自
身

で
考
え
な
く
て
も
便
利
に
生
活
で
き
る
今
の
環
境
は
、

「
考
え
る
力
」
を
退
化
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

指
摘
が
あ
る
が
、
市
長
の
問
題
意
識
を
聞
き
た
い
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
情
報
量
が
多
す

ぎ
る
こ
と
や
、
思
考
が
短
絡
化
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

誤
っ
た
情
報
の
拡
散
に
よ
る
社
会
の
混
乱
な
ど
様
々
な

課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
課
題
に

つ
い
て
「
考
え
る
力
」
の
観
点
で
言
え
ば
、
膨
大
な
情

報
の
中
か
ら
主
体
的
に
情
報
の
質
を
見
極
め
、
必
要
な

情
報
を
判
断
す
る
力
や
、
複
数
の
視
点
か
ら
考
え
る
力

を
養
う
こ
と
が
一
層
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

市
内
道
路
の
安
全
性
は

　
　
埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
を
受
け
た
道
路
下
の

空
洞
調
査
で
は
、「
す
ぐ
に
対
応
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た

下
水
道
の
幹
線
管
路
の
腐
食
は
な
い
」
と
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
、
直
江
津
地
区
の
道
路
で
陥
没
が
発
見
さ
れ
た
。

他
の
道
路
下
に
お
け
る
空
洞
の
存
在
が
危
惧
さ
れ
る
が
、

今
後
の
点
検
方
針
は
ど
う
か
。

　
　
当
該
陥
没
は
主
要
路
線
を
対
象
に
実
施
し
た
空
洞

調
査
の
対
象
外
で
あ
っ
た
が
、
覚
知
後
は
速
や
か
に
復

旧
工
事
を
実
施
し
た
。
来
年
度
も
主
要
路
線
の
空
洞
調

査
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、
引
き
続
き
パ
ト

ロ
ー
ル
や
市
民
か
ら
の
通
報
等
に
よ
り
道
路
状
況
の
把
握

に
努
め
、
適
切
な
維
持
管
理
に
取
り
組
む
。

　
　
喫
緊
の
課
題
と
し
て
物
価
高
騰
対
策
を
掲
げ
た
が
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
国
の
施
策
や
交
付
金
の
詳
細
を
確
認
し
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。
一
連
の
対
策
を
速
や
か
に
取
り
ま
と
め
、

各
種
支
援
策
を
迅
速
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
市
民
生
活

と
事
業
活
動
を
下
支
え
し
た
い
。

　
　
13
区
に
「
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
す
る
と
し

て
い
る
が
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
聞
き
た
い
。

　
　
令
和
８
年
度
中
に
１
か
所
程
度
設
置
し
、
住
民
組

織
等
の
地
域
団
体
に
運
営
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
そ
の
利
用
状
況
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏

ま
え
、
令
和
９
年
度
以
降
の
増
設
を
検
討
す
る
。

　
　
前
市
長
の
政
策
で
あ
る
通
年
観
光
計
画
や
地
域
独

自
の
予
算
事
業
は
継
続
す
る
の
か
。

　
　
通
年
観
光
計
画
は
令
和
８
年
度
予
算
編
成
等
の
中

で
実
施
の
可
否
を
含
め
て
精
査
し
た
い
。
地
域
独
自
の

予
算
事
業
は
、
複
数
の
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
て
い
く
。

市
道
に
架
か
る
橋
梁
の
現
状
は

　
　
橋
梁
の
老
朽
化
の
状
況
と
そ
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
市
管
理
の
１
１
６
０
橋
中
、
耐
用
年
数
の
50
年
を

超
え
る
橋
梁
は
３
９
０
橋
あ
り
、
10
年
後
に
は
８
２
７

橋
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た

計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
、
効
率
的
な
修
繕
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
現
在
通
行
止
め
を
要
す
る
橋
梁
は
な
い
。

　
　
安
心
安
全
の
確
保
の
た
め
の
取
組
を
聞
き
た
い
。

　
　
「
捕
獲
対
策
」、「
出
没
抑
制
の
環
境
整
備
」、「
人

身
被
害
の
未
然
防
止
や
出
没
時
の
対
応・啓
発
」と
い
っ

た
３
つ
の
取
組
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　
環
境
部
と
農
林
水
産
部
を
統
合
し
、
鳥
獣
対
策
専

門
の
対
策
室
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
効
果
的
、
効
率
的
に
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

真
摯
に
検
討
す
る
。

豪
雨
被
害
の
新
た
な
対
策
は

　
　
令
和
７
年
９
月
３
日
の
局
地
的

短
時
間
豪
雨
で
の
被
害
を
受
け
、
新

た
な
対
応
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
お
け
る
冠
水

警
報
表
示
シ
ス
テ
ム
の
設
置
や
、
道

路
冠
水
が
常
態
化
し
て
い
る
箇
所
へ

の
警
戒
表
示
等
を
計
画
的
に
進
め
る
。

上
越
市
の
今
後
の
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
は

　
　
農
業
の
位
置
付
け
と
将
来
像
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
農
業
は
重
要
な
基
幹
産
業
で
、「
い
の
ち
と
暮
ら

し
」
の
原
点
で
あ
る
。
担
い
手
の
確
保
、
作
業
の
効
率

化
や
コ
ス
ト
低
減
が
肝
要
で
あ
り
、
特
に
中
山
間
地
で

は
、
農
村
の
維
持
と
い
う
視
点
か
ら
、
幅
広
い
担
い
手

確
保
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
農
地
集
積
や
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
の
導
入
も
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
ん
ど
う　
彰
治（
市
民
ク
ラ
ブ
）

市
長
公
約
を
具
体
的
に

掘
り
下
げ
る
！

当
市
に
お
け
る

鳥
獣
被
害
対
策
は

草
間　
和
幸
（
久
比
岐
野
）

櫻
庭　
節
子
（
み
ら
い
）

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う

「
考
え
る
力
」
の
育
成
を

AA A

A

AA

AAA

A QQ Q

Q

QQ

QQQ

Q
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人
口
減
少
と
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
に
あ
っ
て
、

高
齢
者
に
と
っ
て
は
毎
朝
、
毎
晩
の
日
常
的
な
除
雪
が

大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
除
雪
に
対
す
る
高
齢
者

世
帯
の
支
援
の
考
え
方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
除
雪
作
業
は
高
齢
者
に
と
っ
て
身
体
的
負
担
が
大

き
く
、
体
調
を
崩
す
要
因
や
転
倒
に
よ
る
ケ
ガ
の
リ
ス

ク
も
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
自
助
を
基
本
と
し
つ
つ
も
共

助
・
公
助
を
組
み
合
わ
せ
て
負
担
の
軽
減
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
市
で
は
、
現
在
、
自
力
で
の

除
雪
が
困
難
な
世
帯
を
対
象
に
屋
根
や
玄
関
前
の
除
雪

費
用
を
助
成
す
る
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
協
力
を
得
て
申
請
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
の
を
は
じ
め
、
降
雪
時
に
は
見
守
り
や
声
掛
け
を

行
い
、
除
雪
に
つ
い
て
も
近
所
の
方
か
ら
作
業
を
し
て

も
ら
う
な
ど
地
域
の
支
え
合
い
の
中
で
除
雪
に
対
す
る

高
齢
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
道
路
除

雪
を
実
施
す
る
業
者
に
対
し
て
は
、
要
援
護
世
帯
の
敷

地
に
接
す
る
道
路
の
除
雪
に
際
し
て
雪
の
取
り
残
し
が

な
い
よ
う
特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
て
い
る
。
市
と
し

て
は
高
齢
者
世
帯
の
日
常
的
な
除
雪
作
業
に
つ
い
て
、

自
助
・
共
助
・
公
助
が
互
い
に
連
携
・

補
完
し
合
い
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
機
能
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

い
ざ
と
い
う
時
の
助
け
合
い
が
円
滑
に

進
む
よ
う
共
助
に
関
す
る
支
援
の
取
組

を
進
め
て
い
く
。

　
　
直
江
津
地
区
に
小
型

で
簡
易
的
な
津
波
避
難
タ

ワ
ー
を
整
備
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　

上
越
沖
に
あ
る
Ｆ

41
断
層
の
活
動
周
期
は

低
頻
度
で
あ
り
、
津
波
避

難
タ
ワ
ー
の
早
急
な
整
備

に
よ
る
効
果
は
非
常
に
限

定
的
な
た
め
難
し
い
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
業
務
の
効
率
化
を
！

　
　
市
職
員
業
務
の
Ｄ
Ｘ

化
に
対
す
る
考
え
は
ど
う

か
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
業
務
の
効
率
化
と

職
員
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
な
ど
、職
員
の
負
担

軽
減
と
業
務
遂
行
能
力
の

強
化
を
前
提
と
し
な
が
ら
、

市
民
の
利
便
性
に
も
配
慮

し
つ
つ
、シ
ス
テ
ム
導
入
の

費
用
対
効
果
を
十
分
精
査

し
た
上
で
、
市
業
務
の
Ｄ
Ｘ

化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
　
自
分
が
生
ま
れ
た
国
や
ま
ち
に
誇
り
を
持
つ
こ
と

は
、
自
己
肯
定
感
の
土
台
を
形
成
す
る
。
世
界
一
長
い

歴
史
を
持
つ
我
が
国
日
本
に
生
ま
れ
た
こ
と
、
そ
し
て

美
し
い
故
郷
上
越
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

喜
び
を
感
じ
、
ま
た
こ
れ
ま
で
日
本
や
上
越
を
護
っ
て

き
た
先
人
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
子
供
た
ち
を
育
み

た
い
。
子
供
た
ち
に
国
や
市
、
学
校
の
一
員
と
い
う
所

属
感
を
与
え
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た
め
に
、
小
中
学

校
の
教
室
内
に
国
旗
等
を
掲
示
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
入
学
式
な
ど
の
節
目
の
行
事
で
国
旗
等
を
掲
揚
し

て
い
る
が
、
教
室
で
は
授
業
に
集
中
し
や
す
い
よ
う
に

学
習
に
直
接
必
要
な
も
の
を
中
心
に
掲
示
し
て
い
る
。

校
長
判
断
で
部
活
動
を
学
校
に
残
せ
る
か
？

　
　
部
活
動
の
地
域
展
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
地

域
に
よ
っ
て
は
放
課
後
に
参
加
で
き
る
活
動
が
限
ら
れ
、

ま
た
送
迎
等
を
要
す
る
場
合
も
多
い
。
教
育
の
目
的
は

人
格
の
完
成
と
心
身
の
成
長
で
あ
り
、
部
活
動
は
学
校

教
育
活
動
の
一
部
と
し
て
実
施
さ
れ
て
こ
そ
、
そ
の
教

育
的
意
義
が
保
た
れ
る
。
部
活
動
の
設
置
と
運
営
の
最

終
的
な
責
任
者
は
校
長
で
あ
る
が
、
子
供
た
ち
に
放
課

後
の
居
場
所
を
保
証
し
、
人
生
の
糧
と
な
る
経
験
を
担

保
す
る
た
め
、
平
日
の
部
活
動
を
学
校
に
残
す
判
断
を

校
長
が
す
る
場
合
、
そ
の
判
断
は
尊
重
さ
れ
る
の
か
。

　
　
学
校
ご
と
の
具
体
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
最
終
的

に
は
校
長
の
裁
量
に
基
づ
く
判
断
と
な
る
。

　
　
市
政
運
営
に
あ
た
る
決
意
を
聞
き
た
い
。

　
　
市
民
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
安
心
し

て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　
国
や
県
、
市
議
会
と
の
連
携
を
ど
う
強
め
る
か
。

　
　
国
や
県
と
は
適
宜
情
報
交
換
を
行
い
、
市
議
会
と

は
緊
張
関
係
を
持
ち
、
信
頼
し
合
え
る
関
係
を
築
く
。

公
約
実
現
に
向
け
た
予
算
反
映
は

　
　
子
育
て
世
帯
な
ど
へ
の
家
計
負
担
軽
減
、
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
、
ど
う
予
算
に
反
映
す
る
か
。

　
　
取
組
の
優
先
度
を
精
査
し
つ
つ
、
不
妊
不
育
治
療

費
助
成
や
高
等
教
育
に
係
る
通
学
、
奨
学
金
の
返
還
支

援
の
拡
充
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、

来
年
度
中
に
１
か
所
程
度
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

上
越
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
の
早
期
改
築
を
！

　
　
上
越
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
の
議
論
が
改
築
後

の
セ
ン
タ
ー
病
院
の
病
床
数
に
与
え
る
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
議
論
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
必
要
病
床
数
で
は

過
剰
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
に
病
床
数
の

再
精
査
を
求
め
て
い
る
。

　
　
県
立
吉
田
病
院
が
５
階
建
て
１
１
０
床
、
事
業
費

84
億
円
の
工
期
１
年
８
か
月
で
完
成
予
定
だ
が
、
セ
ン

タ
ー
病
院
建
設
の
参
考
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
事
業
費
の
縮
減
に
向
け
て
、
医
療
機
能
に
最
適
な

建
物
構
造
・
機
器
の
整
備
等
を
検
討
す
る
。

　
　
市
立
図
書
館
の
利
用
や
来
館
が
困
難
な
方
々
に
対

す
る
支
援
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
市
立
図
書
館
か
ら
遠
距
離
に
お
住
ま
い
の
方
を
対

象
に
、
公
民
館
図
書
室
を
通
じ
た
予
約
本
の
受
取
や
返

却
の
受
付
を
行
っ
て
い
る
。
目
に
障
害
の
あ
る
方
や
活

字
に
よ
る
読
書
が
困
難
な
方
に
は
、
郵
便
局
の
制
度
を

活
用
し
、
点
字
図
書
や
本
の
朗
読
を
録
音
し
た
録
音
図

書
の
貸
出
し
・
返
却
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
行
っ
て
い
る
。

来
館
が
困
難
な
方
な
ど
に
対
し
て
は
、
電
子
書
籍
の
導

入
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

　
　
来
館
が
困
難
な
方
を
対
象
に
「
図
書
宅
配
サ
ー
ビ

ス
」
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
導
入
に
は
課
題
も
多
い
が
、
支
援
の
ひ
と
つ
の
手

段
と
し
て
研
究
し
て
い
く
。

　
　
来
館
が
困
難
な
方
に
図
書
資
料
を
届
け
る
こ
と
は

図
書
館
法
の
理
念
に
適
う
。
文
科
省
が
示
し
た
「
図
書

館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」
に
も
宅
配

サ
ー
ビ
ス
が
明
記
さ
れ
た
。
障
害
者
差
別
解
消
法
に
基

づ
く
「
合
理
的
配
慮
」
に
も
該
当
し
、
日
本
図
書
館
協

会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
合
理
的
配
慮
の
一
例
と
し
て

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
福
祉
と
の
連
携
に
よ
り
高
齢

者
の
健
や
か
な
暮
ら
し
に
も
資
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
読
書
に
親
し
み
心
豊
か
に
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
を
持
っ
て
い
る
。
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

向
け
て
様
々
な
手
法
を
研
究
し
な
が
ら
、
市
民
に
と
っ

て
よ
り
良
い
読
書
サ
ー
ビ
ス
を
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
長
は
市
長
選
で
保
倉
川
放
水
路
の
早
期
着
工
を

促
進
す
る
と
訴
え
て
い
た
が
、
具
体
的
な
取
組
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

　
　
市
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
り
、
当
市
の
産
業
の

持
続
的
な
発
展
を
支
え
る
た
め
に
も
、
地
域
の
抜
本
的

な
治
水
対
策
で
あ
る
保
倉
川
放
水
路
の
整
備
は
、
緊
急

か
つ
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
早
期
事
業
化
を

強
く
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
事
業

主
体
で
あ
る
国
土
交
通
省
に
対
し
て
放
水
路
整
備
の
早

期
事
業
化
を
要
望
し
た
。
引
き
続
き
、
水
害
に
強
い
豊

か
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
取
組
を
継
続
し
て
い
く
。

中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援
を

　
　
人
口
減
少
が
激
し
い
中
山
間
地
域
の
振

興
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
例
え
ば
、

13
区
に
あ
る
廃
校
を
活
用
し
、
好
適
環
境
水

を
使
用
し
た
魚
の
養
殖
施
設
と
す
る
な
ど
、中

山
間
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

　
　
上
越
市
中
山
間
地
域
振
興
基
本
条
例
の
基
本
理
念

に
の
っ
と
り
、
中
山
間
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
体
系
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
例
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
好
適
環
境
水
に
よ
る
魚
の
養
殖
に
つ
い

て
は
、
現
在
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況
か
ら
、

先
ず
は
研
究
開
発
の
動
向
と
併
せ
、
先
行
事
例
の
状
況

を
注
視
し
て
い
く
。

橋
本　
洋
一
（
久
比
岐
野
）

日
常
的
な
除
雪
に
対
す
る

高
齢
者
世
帯
の
支
援
は

江
口　
修
一
（
久
比
岐
野
）

津
波
避
難
タ
ワ
ー
を

整
備
で
き
な
い
か

本
城　
文
夫
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

市
政
運
営
に
対
す
る

市
長
の
基
本
姿
勢
は

関
川　
信
之
（
つ
な
ぐ
）

保
倉
川
放
水
路

早
期
着
工
へ
の
取
組
は

髙
橋　
浩
輔
（
み
ら
い
）

図
書
館
に
来
館
が
困
難
な

方
々
へ
の
支
援
を

渡
邉　
希
（
参
政
党
）

教
室
に
国
旗
を
掲
示
し
て

誇
り
喜
び
感
謝
を
育
む

（千葉県匝瑳市）
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原
子
力
災
害
と
豪
雪
や
地
震
が
同
時
に
起
き
る
複

合
災
害
時
に
お
い
て
、
対
策
は
万
全
か
。

　
　
万
全
で
は
な
い
が
、
複
合
災
害
発
生
時
の
安
全
体

制
の
確
保
、
原
子
力
防
災
対
策
に
関
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
の
住
民
へ
の
説
明
、
避
難
路
の
整
備
な
ど
を
国
、

県
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　
　
住
民
の
不
安
を
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
の
か
。

　
　
原
発
再
稼
働
に
あ
た
る
不
安
の
内
容
把
握
に
努
め

る
中
で
、
継
続
し
た
住
民
へ
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
こ
と
か
ら
、
原
子
力
防
災
体
制
の
強
化

に
つ
い
て
、
県
か
ら
国
に
働
き
か
け
る
よ
う
求
め
た
。

　
　
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
委
員
で
あ
る
杉
山
大
志
氏
の
報
告
書

で
は
、
日
本
が
脱
炭
素
を
達
成
し
て
も
気
温
は
約
０
．

０
０
６
度
し
か
下
が
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
脱
炭

素
を
進
め
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　
　
豪
雪
、
猛
暑
、
水
不
足
、
農
作
物
被
害
な
ど
が
発

生
し
て
い
る
た
め
、
対
策
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
気
候
変
動
の
要
因
は
温
室
効
果
ガ
ス

以
外
に
も
あ
る
と
発
表
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
、
欧
州

を
は
じ
め
、
世
界
の
動
き
は
脱
炭
素
に
対
し
て
懐
疑
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
市
の
第
２
次
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
見
直
し
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
の
法
令
と
方
針
に
基
づ
き
、
責
務
と
し
て
地
球

温
暖
化
対
策
計
画
を
策
定
し
、
目
標
達
成
に
向
け
て
取

組
を
進
め
る
。

　
　
公
共
ト
イ
レ
は
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る

方
、
観
光
客
を
含
む
全
て
の
方
が
利
用
す
る
最
も
身
近

な
公
共
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
が
、
老
朽
化
や
照
明
の
明
る

さ
な
ど
の
面
で
改
善
を
求
め
る
声
が
多
く
あ
る
。
改
善

の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
改
修
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
公
共
ト
イ
レ
の
現
状
に
つ
い
て
確
認
作
業
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
不
特
定
多
数
の
利
用
者
が
想

定
さ
れ
る
公
共
ト
イ
レ
を
対
象
に
、

優
先
順
位
を
定
め
た
上
で
、
清
潔

さ
や
明
る
さ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

女
性
の
使
い
や
す
さ
な
ど
の
観
点

も
含
め
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
利

用
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め
て

い
く
。

低
出
生
体
重
児
の
お
む
つ
購
入
支
援
を

　
　
当
市
で
は
未
熟
児
養
育
医
療
給
付
制
度
に
よ
り
、

入
院
費
や
医
療
費
、
入
院
中
の
ミ
ル
ク
代
に
対
す
る
支

援
は
あ
る
が
、
入
院
中
の
お
む
つ
は
自
己
負
担
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
入
院
中
の
お
む
つ
購
入
費
を
助
成
す
る
考

え
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

　
　
現
時
点
に
お
い
て
、
お
む
つ
購

入
費
の
助
成
を
行
う
考
え
は
な
い

が
、
保
護
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い

な
が
ら
支
援
に
努
め
て
い
く
。

　
　
室
町
時
代
の
上
越
の
歴
史
は
輝
か
し
く
、
血
統
で

見
れ
ば
１
４
１
９
年
か
ら
１
５
１
０
年
ま
で
越
後
守
護

の
子
や
孫
が
関
東
管
領
職
を
独
占
し
、
謙
信
公
に
至
っ

て
は
五
七
桐
（
現
在
、
日
本
国
政
府
の
意
）
を
下
賜
さ

れ
た
。
当
時
二
度
上
杉
家
と
同
じ
家
か
ら
皇
室
に
お
妃

に
入
り
、
そ
の
子
孫
が
現
在
の
皇
室
で
あ
り
、
ま
た
、

上
杉
家
の
後
の
堀
家
は
謙
信
公
が
五
七
桐
を
賜
っ
た
坂

本
の
地
で
興
っ
た
家
で
あ
る
。
政
治
家
の
目
で
見
れ
ば

高
田
の
街
は
謙
信
公
に
因
ん
だ
仕
掛
け
が
凝
ら
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
活
か
し
て
高
田
を
再
開
発
す
べ
き
で
は
。

　
　
歴
史
的
背
景
や
遺
産
を
活
か
す
こ
と
は
肝
要
だ
。

　
　
家
康
が
幕
府
を
開
く
際
に
参
考
に
し
た
吾
妻
鏡
に

よ
れ
ば
、
家
康
は
謙
信
公
を
征
夷
大
将
軍
の
格
が
あ
る

と
見
な
し
、
謙
信
公
の
ご
先
祖
と
さ
れ
る
桓
武
天
皇
に

依
っ
て
高
田
の
街
を
京
都
・
平
安
京
に
因
ん
だ
四
神
相

応
の
地
と
し
て
設
計
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
政
治
的

意
義
を
発
信
し
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
街
を
目
指
す
べ
き
。

　
　
近
年
、
豪
雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い
る
が
、
気
象
災
害
の
予
測
と
対
応
に
特
化

し
た
「
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
設
置
の
必
要
性
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
気
象
庁
と
連
携

し
、
設
置
や
育
成
を
進
め
る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　
新
潟
地
方
気
象
台
に
よ
る
「
あ
な

た
の
町
の
予
報
官
」
と
自
治
体
職
員
と

の
情
報
交
換
や
、
職
員
研
修
へ
の
講
師

派
遣
な
ど
に
よ
り
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
市
職
員
の
災
害
対
応
能

力
の
向
上
に
も
努
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

設
置
や
育
成
の
考
え
は
な
い
。

「
脳
脊
髄
液
減
少
症
」
の
現
状
は

　
　
市
内
の
医
療
機
関
か
ら
市
へ
、
当
該
疾
患
に
関
す

る
情
報
提
供
や
相
談
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
医
療
機
関
か
ら
の
情
報
提
供
や
、
患
者
や
ご
家
族

か
ら
の
相
談
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
相
談
等
が
あ

れ
ば
庁
内
の
関
係
課
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
不
安

の
軽
減
や
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
患
者
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
相
談
を
受
け
ら
れ

る
体
制
整
備
と
市
民
へ
の
啓
発
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
疾
患
の
内
容
や
診
療
可
能
な
医
療
機
関
の
一
覧
を

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
周
知
・
啓
発
に
取
り

組
む
。

　
　
物
価
高
騰
の
中
、
紙
お
む
つ
の
購
入
は
経
済
的
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
市
の
紙
お
む
つ
給
付
事
業
は
課

税
世
帯
や
入
院
中
は
対
象
外
で
あ
る
。
一
方
で
紙
お
む

つ
が
余
り
、
ど
こ
に
寄
付
し
て
よ
い
か
分
か
ら
ず
に
廃

棄
し
て
し
ま
う
家
庭
も
あ
る
と
聞
く
。
行
政
が
主
導
し
、

必
要
な
時
に
必
要
な
人
が
紙
お
む
つ
を
利
用
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
を
つ
く
れ
な
い
か
。

　
　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
を
通
じ
現
場
の

声
を
聞
く
中
で
、
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が

あ
る
事
を
把
握
し
て
い
る
。
費
用
対
効
果

や
課
題
等
を
整
理
し
て
調
査
研
究
す
る
。

出
番
と
活
躍
の
場
で
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
！

　
　
近
年
、
当
市
で
は
高
齢
者
の
居
場
所
や
交
流
す
る

機
会
が
増
え
て
い
る
。
一
方
で
人
手
不
足
の
施
設
や
独

居
で
お
困
り
の
人
も
増
え
て
お
り
、
地
域
の
支
え
合
い

の
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
居
場
所
、
出
番
、
活
躍
の
場
と
い
う
支
え
合
い
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

　
　
今
後
、
高
齢
者
が
有
償
で
活
躍
で
き
る
場
が
必
要

と
な
る
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
等
を
広
報
や
高
齢

者
の
居
場
所
な
ど
で
周
知
啓
発
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
周
知
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
有

償
の
事
業
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
等
の
紹
介
も
行
っ
て
い
く
。

　
　
出
没
頻
度
の
高
い
河
川
の
藪
の
刈
り
払
い
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
環
境
省
の
調
査
で
は
、
特
に
滝
寺
周
辺
の
河
川
敷

と
五
智
公
園
北
側
エ
リ
ア
の
藪
の
刈
り
払
い
が
推
奨
さ

れ
、
滝
寺
周
辺
の
河
川
敷
は
令
和
７
年
11
月
に
県
が
実

施
し
た
。
五
智
公
園
北
側
は
市
で
検
討
し
て
い
る
。

　
　
分
野
横
断
的
な
部
署
の
設
置
を
望
む
が
ど
う
か
。

　
　
不
断
の
見
直
し
の
中
で
適
時
適
切
に
検
討
し
た
い
。

市
長
公
約
で
掲
げ
る
ト
イ
レ
整
備
の
方
向
性
は

　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
美
し
く
快
適
な
ト
イ
レ
整
備
の

方
向
性
を
聞
き
た
い
。

　
　
観
光
客
な
ど
、
不
特
定
多
数
の
利
用
者
が
想
定
さ

れ
る
公
共
ト
イ
レ
を
対
象
に
、
優
先
順
位
を
定
め
た
上

で
、
清
潔
さ
や
明
る
さ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
女
性
の
使

い
や
す
さ
な
ど
の
観
点
も
含
め
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め
た
い
。

環
境
美
化
活
動
の
取
組
は

　
　
環
境
美
化
条
例
の
制
定
や
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

成
果
を
可
視
化
で
き
る
ゴ
ミ
拾
い
ア
プ
リ
等
の
導
入
は

ま
ち
の
価
値
向
上
に
有
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
条
例
制
定
と
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
す
で
に

同
趣
旨
の
条
例
や
取
組
が
あ
る
た
め
考
え
て
い
な
い
。

ア
プ
リ
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
、
全
市
ク
リ
ー
ン
作
戦

や
団
体
の
活
動
の
際
に
情
報
提
供
し
た
い
。

伊
﨑　
博
幸
（
参
政
党
）

原
発
再
稼
働
の
安
全
性
と

市
民
理
解
の
方
法
は

山
田　
忠
晴
（
公
明
党
）

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
設
置
を

中
土
井　
か
お
る（
市
民
ク
ラ
ブ
）

大
人
用
紙
お
む
つ
バ
ン
ク

全
国
初
の
創
設
を
！

宮
﨑　
朋
子
（
つ
な
ぐ
）

深
刻
化
す
る
ク
マ
や

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対
策
は

牧
井　
邦
生
（
み
ら
い
）

謙
信
公
由
来
で
四
神
相
応

の
高
田
の
再
開
発
を

西
沢　
智
子
（
公
明
党
）

公
共
ト
イ
レ
の

空
間
整
備
促
進
を
！
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市
長
は
、
手
つ
か
ず
の
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
、

上
越
独
自
の
観
光
を
展
開
す
る
と
し
て
い
る
が
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
上
越
市
に
は
、
雪
、
花
、
山
、
川
、
海
、
そ
し
て

歴
史
や
美
味
し
い
食
、
温
か
な
人
情
等
、
日
本
の
美
し

さ
と
魅
力
が
凝
縮
し
て
い
る
と
感
じ
る
。「
手
つ
か
ず
の

観
光
資
源
」
や
「
独
自
の
観
光
」
と
表
現
し
た
の
は
、

当
市
の
様
々
な
魅
力
が
市
外
の
方
々
に
十
分
に
伝
わ
っ

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の

観
光
に
は
、
身
近
な
資
源
を
そ
こ
に
息
づ
く
歴
史
や
時

の
流
れ
と
重
ね
合
わ
せ
、
関
心
と
共
感
を
呼
び
込
む
よ

う
な
当
市
な
ら
で
は
の
物
語
と
し
て
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

謙
信
公
生
誕
５
０
０
年
に
向
け
た
取
組
を
！

　
　
謙
信
公
生
誕
５
０
０
年
な
ど
の
節
目
は
、
地
域
資

源
の
磨
き
上
げ
や
上
越
市
民
と
し
て
の
誇
り
を
醸
成
す

る
た
め
に
逃
し
て
は
な
ら
な
い
機
会
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
上
杉
謙
信
公
の
節

目
に
関
す
る
取
組
は
、

令
和
８
年
度
の
予
算
編

成
の
中
で
、
関
係
部
局

と
協
議
を
行
い
な
が
ら

方
針
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
知
事
の
判
断
を
尊
重
す
る
と
し
た
が
、
前
市
長
の

慎
重
な
姿
勢
を
変
更
し
た
も
の
と
認
識
し
て
よ
い
か
。

　
　
市
の
考
え
方
は
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
考
慮

し
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
原
発
の
活
用
は
や
む

を
得
な
い
と
す
る
見
解
で
、
従
前
か
ら
変
更
は
な
い
。

　
　
県
の
被
ば
く
線
量
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
安
全

対
策
が
機
能
し
た
場
合
を
想
定
し
た
も
の
だ
が
、「
新
た

な
安
全
神
話
」
に
つ
な
が
る
懸
念
は
な
い
の
か
。

　
　
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
福
島
第
一
原
発
事
故

を
踏
ま
え
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
策
定
し
た
安
全
対

策
が
機
能
し
た
場
合
を
前
提
に
、
放
射
線
の
影
響
の
範

囲
を
予
測
し
た
も
の
で
あ
り
、
事
態
の
想
定
の
適
否
や

示
さ
れ
た
見
解
は
専
門
的
知
見
に
基
づ
く
た
め
、
知
見

を
持
た
な
い
市
が
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
県
民
意
識
調
査
で
は
、
市
民
の
過
半
数
が
再
稼
働

や
東
京
電
力
へ
の
信
頼
性
に
否
定
的
で
あ
る
。
知
事
と

の
意
見
交
換
で
ど
の
よ
う
な
意
見
を
伝
え
た
か
。

　
　
避
難
計
画
に
関
す
る
理
解
促
進
と
原
子
力
防
災
体

制
の
充
実
・
強
化
及
び
原
発
の
安
全
審
査
と
電
力
事
業

者
の
監
視
の
徹
底
を
強
く
求
め
た
。

　
　
知
事
の
判
断
を
尊
重
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

不
安
の
声
な
ど
に
対
し
明
確
な
立
場
を
示
す
べ
き
で
は
。

　
　
前
市
長
の
時
か
ら
市
民
の
声
に
対
応
し
て
き
た
。

知
事
に
求
め
た
避
難
計
画
の
理
解
促
進
な
ど
は
、
再
稼

働
の
前
提
と
な
る
確
認
事
項
に
含
ま
れ
て
お
り
、
声
を

軽
視
し
て
い
な
い
。
今
後
も
市
民
の
声
に
対
応
す
る
。

　
　
廃
校
に
残
さ
れ
た
机
や
椅
子
、
楽
器
な
ど
の
備
品

に
は
、
ま
だ
使
用
可
能
な
も
の
が
多
く
、
統
廃
合
が
進

む
中
、
こ
う
し
た
備
品
が
使
わ
れ
な
い
ま
ま
保
管
・
廃

棄
さ
れ
る
こ
と
を
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
感
じ
る
市
民

の
声
が
あ
る
。
現
在
の
管
理
方
法
と
活
用
状
況
、
今
後

の
再
活
用
や
譲
渡
に
対
す
る
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

　
　
廃
校
備
品
を
台
帳
と
写
真
で
管
理
し
、
ま
ず
は
他

校
で
の
活
用
を
優
先
し
て
い
る
。
一
定
期
間
活
用
さ
れ

な
い
場
合
は
公
共
施
設
へ
の
転
用
を
行
っ
て
お
り
、
条

例
や
規
則
に
基
づ
き
適
切
に
管
理
し
て
い
る
。
な
お
、

貸
付
や
譲
渡
の
明
確
な
基
準
は
定
め

て
お
ら
ず
、
状
況
に
応
じ
て
判
断
し

て
い
る
。
今
後
も
教
育
現
場
で
の
活

用
を
基
本
と
し
つ
つ
、
適
切
な
管
理

に
努
め
る
。

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
人
材
と
地
域
連
携

　
　
市
長
公
約
の
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
設
置
は
、
施
設
整

備
だ
け
で
な
く
、
人
材
や
地
域
と
の
連
携
が
重
要
と
考

え
る
。
運
営
体
制
や
市
民
活
動
団
体
、
地
域
ク
ラ
ブ
と

の
関
わ
り
方
を
聞
き
た
い
。

　
　
子
ど
も
の
遊
び
や
子
育
て
相
談
、
世
代
間
交
流
の

場
と
し
て
整
備
す
る
。
運
営
は
住
民
組
織
な
ど
の
地
域

団
体
の
参
画
を
想
定
し
て
お
り
、
市
民
活
動
団
体
や
地

域
ク
ラ
ブ
と
の
協
働
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
活
動
内

容
を
定
め
て
い
く
中
で
検
討
の
参
考
と
す
る
。

　
　
原
発
再
稼
働
に
係
る
知
事
の
判
断
を
市
長
は
や
む

を
得
な
い
と
容
認
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
ら
か
。

　
　
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性
や
前
提
と
な
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
安
全
性
の
確
保
を

大
前
提
に
や
む
を
得
な
い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
県
の
県
民
意
識
調
査
や
新
潟
日
報
社
の
知
事
の
再

稼
働
容
認
に
対
す
る
賛
否
意
見
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
市
町
村
議

員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も「
再
稼
働
す
べ
き
で
は
な
い
」

が
過
半
数
で
あ
る
。
当
市
の
議
員
も
全
員
が
回
答
し
、

判
断
で
き
な
い
が
13
人
い
た
も
の
の
、「
す
べ
き
で
は
な

い
」
が
「
す
べ
き
」
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

　
　
知
事
は
様
々
な
手
法
で
県
民
の
多
様
な
考
え
を
把

握
し
て
お
り
、
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
検
討
し
た
上
で

の
判
断
と
認
識
し
て
い
る
。
知
事
が
国
に
求
め
た
避
難

路
の
整
備
を
含
め
た
防
災
体
制
の
充
実
・
強
化
等
の
７

項
目
に
、
市
が
要
望
し
た
内
容
が
入
っ
て
い
る
の
で
、

判
断
を
尊
重
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
国
へ
の
７
項
目
の
申
し
入
れ
は
、
い
ず
れ
も
不
確

か
な
要
望
事
項
に
過
ぎ
な
い
。
不
確
か
な
要
望
事
項
を

も
っ
て
「
安
心
」
が
確
保
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
安
全
な
避
難
路
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、

東
日
本
大
震
災
や
能
登
半
島
地
震
の
経
験
、
複
合
災
害

や
事
業
者
と
し
て
の
資
質
か
ら
も
、
市
民
は
「
安
全
」

だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
再
稼
働
の
判
断
に
は
県
民
投

票
を
行
う
よ
う
、
知
事
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
市
と
し
て
申
し
上
げ
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
物
価
高
騰
が
長
期
化
し
て

い
る
が
、
市
の
支
援
に
対
す
る

考
え
は
ど
う
か
。

　
　
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
を

強
く
受
け
る
方
々
を
し
っ
か
り

と
支
え
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
子
育
て
世
帯
や
年
金
収
入

に
依
存
す
る
高
齢
者
、事
業
者

へ
の
対
策
を
検
討
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
、重
点
支
援
地
方
交

付
金
は
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

　
　
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
自
治
体
で
判
断
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
子
育
て
世
帯
や
事
業
者
等
の
支
援
を
含
め
、

有
効
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
国
の
総
合
経
済
対
策
と
合
わ
せ
て
市
独
自
の
支
援

策
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
国
か
ら
示
さ
れ
る
交
付
金
の
規
模
や
支
援
の
内
容

を
踏
ま
え
、
有
効
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。
可
能
な

も
の
は
年
度
内
に
実
施
、
ま
た
は
着
手
し
て
い
き
た
い
。

　
　
市
独
自
の
支
援
を
行
う
に
あ
た
り
、
財
源
確
保
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
必
要
に
応
じ
て
市
の

貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
も
検
討

し
て
い
る
の
か
。

　
　
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
も
含
め
、
国
の
補
助

金
や
起
債
な
ど
、
財
源
構
成
の
最
適
化
を
総
合
的
に
判

断
す
る
。

　
　
上
越
市
創
造
行
政
研
究
所
が
進
め
る
持
続
可
能
な

地
区
別
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
の
位
置
付
け
は
ど
う
か
。

　
　
住
民
自
ら
が
地
域
の
現
状
や
課
題
を
共
有
し
、
将

来
像
等
を
話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
と

い
っ
た
伴
走
型
支
援
を
実
施
し
て
き
た
。
今
後
は
先
行

区
の
取
組
を
展
開
し
、
全
市
的
な
取
組
に
繋
げ
た
い
。

　
　
総
合
事
務
所
・
地
域
協
議
会
・
ま
ち
づ
く
り
振
興

会
等
の
連
携
の
在
り
方
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
町
内
会
や
住
民
組
織
等
の
各
種
団
体
に
は
高
齢
化

な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
や
魅
力
・
活
力
向
上
の
た
め
、
よ
り
一
層
連
携
を

深
め
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
各
種
団
体
の
在
り
方
や
支
援
策
を
考
え
て
い
く
。

　
　
地
域
独
自
の
予
算
事
業
の
評
価
と
今
後
の
方
向
性

を
聞
き
た
い
。

　
　
多
様
な
取
組
を
実
現
し
て
き
た
が
、
複
数
の
課
題

も
認
識
し
て
お
り
、
様
々
な
角
度
で
検
証
し
て
い
く
。

　
　
高
齢
者
や
学
生
の
た
め
の
公
共
交
通
の
充
実
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
地
域
ご
と
に
異
な
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

地
域
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
維
持
と
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
む
。

　
　
観
光
振
興
の
方
向
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
地
域
特
有
の
文
化
や
背
景
に
あ
る
物
語
を
発
信
し
、

合
併
前
上
越
市
と
13
区
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
観
光
振

興
に
取
り
組
む
。

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子（
久
比
岐
野
）

13
区
の
地
域
振
興
と

活
力
向
上
に
向
け
て

熊
倉　
隆
将
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

物
価
高
騰
・
経
済
対
策
の

方
向
性
を
質
す

上
野　
公
悦（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

原
発
再
稼
働
で
は

県
民
投
票
を
求
め
よ
！

降
旗　
太
地
（
久
比
岐
野
）

廃
校
備
品
を
地
域
資
源
に

山
本　
佳
洋
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

知
事
の
原
発
再
稼
働
容
認

の
見
解
と
安
全
確
保

小
林　
和
孝
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

手
つ
か
ず
の
観
光
資
源
、

上
越
独
自
の
観
光
と
は
？
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市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
７
次
総
合
計
画
と
、

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
整
合
性
を
聞
き
た
い
。

　
　
総
合
計
画
の
基
本
理
念
は
、
全
て
の
市
民
が
取
り

残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
形

成
す
る
こ
と
や
、
ま
ち
の
持
続
的
な
発
展
を
確
実
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
私
が
掲
げ
て
い
る
「
市
民

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
」
な
が
ら
、「
夢
と
希
望
を
未

来
へ
つ
な
ぐ
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針

と
軌
を
一
に
す
る
。
政
策
や
施
策
、
取
組
の
方
向
性
を

示
す
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
改
定
の
中
で
、

様
々
な
行
政
課
題
や
社
会
経
済
情
勢
な
ど
時
代
の
変
化

を
捉
え
、
私
が
掲
げ
た
目
標
や
取
組
も
し
っ
か
り
と
盛

り
込
み
、
必
要
な
見
直
し
を
図
り
た
い
。

　
　
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
13
区
へ
の
対
策
を
最
初

に
持
っ
て
き
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
農
林
水
産
業

へ
の
積
極
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
感
じ
る
。
ま
た
、
小
菅
市

長
の
真
骨
頂
は
「
大
学
と
の
連
携
」、「
障
害
、
外
国
籍

な
ど
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
教
育
サ
ー
ビ
ス
」、「
上
越

市
民
塾
の
開
講
」、「
図
書
館
の
充
実
と
進
化
」
で
あ
る
。

反
知
性
主
義
の
時
代
に
あ
っ
て
、
教
養
、
教
育
、
文
化

に
力
を
注
ぐ
と
い
う
宣
言
は
、
大
き
な
価
値
を
感
じ
る
。

こ
れ
ら
こ
そ
前
市
政
に
は
な
い
、
総
合
計
画
の
後
期
計

画
に
生
か
さ
れ
て
い
く
べ
き
小
菅
カ
ラ
ー
で
は
な
い
か
。

　
　
前
市
政
と
比
べ
て
ど
う
か
で
は
な
く
、
前
向
き
に

市
政
の
あ
り
よ
う
を
考
え
、
令
和
９
年
度
か
ら
の
後
期

基
本
計
画
の
策
定
の
準
備
を
進
め
た
い
。

　
　
建
て
替
え
の
必
要
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
病
院
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
施
設
と
な
り

つ
つ
あ
り
、
早
期
改
築
の
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
　
建
て
替
え
先
送
り
に
伴
っ
て
一
定
の
対
策
を
講
じ

た
と
し
て
い
る
が
、
効
果
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　

老
朽
化
進
行
は
間
違
い
な
い
が
、
維
持
補
修
に

よ
っ
て
機
能
は
維
持
で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
そ
れ
は
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
必
死
の
努
力
の
結
果
で

は
な
い
か
。
廊
下
は
寒
く
防
寒
着
が
必
要
、
雨
が
降
る

と
床
か
ら
水
が
染
み
出
し
て
水
た
ま
り
に
な
る
、
汚
物

室
の
入
口
に
は
ド
ア
が
な
い
な
ど
と
聞
く
が
、
こ
れ
ら

を
ど
う
把
握
し
ど
ん
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
現
場
を
確
認
し
て
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　
　
基
本
設
計
は
地
域
医
療
構
想
に
よ
っ
て
い
る
が
、

こ
の
構
想
は
医
師
看
護
師
不
足
を
小
手
先
の
配
置
転
換

で
し
の
ご
う
と
し
て
い
る
。
県
や
市
は
ま
ず
医
師
看
護

師
の
確
保
と
偏
在
解
消
の
取
組
が
必
要
。
建
て
替
え
は

構
想
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
か
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
総
務
省
・
厚
労
省
に
対
し
、
診
療
報
酬
の
改
定
や

病
院
改
築
で
の
配
慮
を
要
望
し
て
き
た
。
な
お
、
当
初

の
想
定
よ
り
も
病
床
稼
働
率
が
下
が
っ
て
き
た
。

　
　
努
力
は
分
か
る
が
、
結
果
が
全
て
だ
。
ま
た
、
病

床
稼
働
率
の
低
下
は
診
療
報
酬
不
足
で
平
均
在
院
日
数

が
下
が
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
　
結
果
を
出
せ
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
た
。
稼
働
率

は
、
平
均
在
院
日
数
を
含
め
て
県
に
確
認
中
で
あ
る
。

　
　
県
立
松
代
病
院
は
県
の
病
院
改
革
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
が
、
大
島
区
を
含
む
関
係
地
域
の
住
民
の
命
と

健
康
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
県
が
病
院
の
無
床
診

療
所
化
に
関
す
る
条
例
改
正
案
を
提
案
す
る
際
や
、
そ

の
手
続
き
に
お
い
て
、
県
は
当
市
と
相
談
し
て
い
な
い
。

無
床
診
療
所
化
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
10
月
７
日
の
魚
沼
圏

域
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
は
、
当
市
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
の
出
席
要
請
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　
調
整
会
議
へ
の
出
席
要
請
は
な
か
っ
た
。

　
　
厚
生
労
働
省
の
指
針
で
は
、
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
は
地
域
住
民
や
関
係
自
治
体
の
声
を
聞
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
し
て
い
な
い
。
こ
れ

は
病
院
局
の
責
任
と
考
え
る
が
、
県
に
抗
議
し
た
か
。

　
　
県
に
申
し
入
れ
や
抗
議
は
し
て
い
な
い
。

　
　
調
整
会
議
で
は
、「
４
月
１
日
か
ら
の
実
施
は
非
常

に
不
安
を
与
え
て
い
る
」
と
の
指
摘
に
、病
院
局
は
「
段

階
的
に
対
応
し
た
方
が

い
い
か
ど
う
か
も
含
め

て
検
討
す
る
」
と
答
え

て
い
る
。
市
と
し
て
、

県
に
「
も
う
少
し
慎
重

に
な
る
よ
う
に
」
と
伝

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
関
係
者
と
協
議
し
、

で
き
る
限
り
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　
　
国
は
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
自
治
体
が
幅
広
く

使
途
を
決
め
ら
れ
る
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
拡
充
を

決
定
し
た
。
選
べ
る
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
お
こ
め
券
や

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
一
般
家
庭
向
け
の
水
道
料
金
減

免
や
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
、
事
業
者
向
け
の
光
熱

費
支
援
、
賃
上
げ
環
境
の
整
備
な
ど
が
提
示
さ
れ
た
が
、

ど
れ
を
選
択
す
る
の
か
。

　
　
生
活
者
支
援
と
事
業
者
支
援
の
両
面
か
ら
物
価
高

騰
対
策
を
速
や
か
に
実
施
す
る
た
め
、
検
討
し
て
い
る
。

　
　
特
に
注
目
を
集
め
て
い
る
お
こ
め
券
は
、
５
０
０

円
の
額
面
で
60
円
程
度
の
手
数
料
が
取
ら
れ
実
質
４
４

０
円
と
な
る
こ
と
か
ら
、
お
米
券
を
選
ば
な
い
自
治
体

も
増
え
て
い
る
が
、
お
こ
め
券
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
の
か
。

　
　
採
用
す
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
る
。

　
　
市
民
生
活
を
直
接
助
け
る
政
策
と
し
て
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
、
灯
油
購
入
費
の
補
助
、
水
道
料
金
減
免

を
積
極
的
に
採
用
す
べ
だ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
十
分
に
検
討
し
、
子
育
て
世
帯
、
収
入
の
低
い
世

帯
の
支
援
を
重
点
的
に
行
い
た
い
。

　
　
灯
油
は
冬
場
に
使
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
購
入
費

を
補
助
す
る
場
合
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
議
会
臨
時
会
を
招
集
す
る
な
ど
、
対
応
を
早
め
る
こ

と
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
で
き
る
も
の
か
ら
速
や
か
に
実
施
し
て
い
く
。

　
　
市
長
の
公
約
に
、「
避
難
所
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
」

が
あ
る
。
当
市
の
指
定
避
難
所
の
半
分
以
上
が
学
校
体

育
館
で
あ
り
、
有
事
の
際
は
多
く
の
市
民
が
避
難
す
る

が
、
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
避
難
所
、
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
の

双
方
の
視
点
で
考
え
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
国
は
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
た
め
の
有
利
な
補
助

金
を
創
設
し
た
。防
災
部
局
と
教

育
委
員
会
が
連
携
し
て
エ
ア
コ
ン

の
設
置
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
公

約
で
あ
り
、
避
難
者
や
児
童
・
生
徒
の
体
調
管
理
は
非

常
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。
補
助
金
や
様
々
な
手
法
を

使
い
、
避
難
所
の
環
境
改
善
を
進
め
て
い
き
た
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
！

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
「
高
齢
社
会
に
お
け
る

生
き
が
い
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

当
市
で
は
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
内
の
広
場
を
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
と
し
た
が
、
認
知
度
が
低
く
利
用
頻
度

が
少
な
い
。
看
板
や
ト
イ
レ
、
芝
な
ど
を
整
備
し
、
よ

り
広
く
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
除
草
、
草
刈
り
を
増
や
す
と
と

も
に
課
題
等
を
整
理
し
、
市
民
の
健

康
増
進
の
た
め
検
討
し
た
い
。

　
　
「
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

現
在
市
内
に
あ
る
２
か
所
の
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
や
、
25

か
所
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
と
の
関
係
を
考
え
る
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
す
で
に
地
域
で
活
動
し
て
い

る
各
団
体
等
と
連
携
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
「
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
は
、
子
ど
も
の
遊
び
場
や

子
育
て
相
談
の
機
能
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
様
々
な
団

体
と
協
働
し
、
世
代
間
交
流
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
13
区
内
に
お
い
て
令
和
８
年

度
中
に
１
か
所
程
度
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
あ

る
子
育
て
ひ
ろ
ば
の
機
能
を
持
ち
つ
つ
、
さ
ら
に
広
い

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
い
。
ま
た
、
既
存
の
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
の
連
携
や
、
地
域
で
活
動
す
る
各
団
体

等
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
地
域
に
親
し
ま

れ
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
施
設
に
し
た
い
。

地
域
独
自
の
予
算
事
業
の
状
況
は
？

　
　
令
和
８
年
度
事
業
へ
の
提
案
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
新
規
事
業
が
34
件
、
継
続
事
業
が
１
６
０
件
で
あ

り
、
制
度
開
始
以
降
最
多
と
な
る
提
案
を
受
け
付
け
た
。

　
　
地
域
の
団
体
が
地
域
の
た
め
に
行
う
活
動
に
対
し
、

よ
り
柔
軟
に
支
援
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
収
益
性
の
な
い
取
組
に
お
い
て
自
主
財
源
の
確
保

が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
提
案
の
締
切
り
が
早
い
こ
と
な

ど
、
複
数
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
制
度
全

般
に
関
し
て
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
て
い
く
。

安
田　
佳
世
（
久
比
岐
野
）

市
長
公
約
「
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
」
の
概
要
は
？

高
山　
ゆ
う
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

避
難
所
と
な
る
学
校
の

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
！

宮
川　
大
樹
（
無
所
属
）

物
価
高
騰
対
策
は
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
実
施
！

橋
爪　
法
一（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

松
代
病
院
の
無
床
診
療
所

ご
り
押
し
に
抗
議
を

平
良
木　
哲
也（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

セ
ン
タ
ー
病
院
建
て
替
え

一
刻
も
早
い
実
現
を
！

滝
沢　
一
成
（
無
所
属
）

第
７
次
総
合
計
画
と
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
整
合
性
は

A

AAAA

AA

AAA

A

AA

AAAA

A A Q

QQQQ
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Q
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令和８年３月定例会（予定）
日 月 火 水 木 金 土

2/27
本会議（総括質疑）

28

3/1 2
本会議（総括質疑）

3
厚生常任委員会

4
厚生常任委員会

5
農政建設常任委員会

6
農政建設常任委員会

7

8 9
文教経済常任委員会

10
文教経済常任委員会

11
総務常任委員会

12
総務常任委員会

13 14

15 16
本会議（一般質問）

17
本会議（一般質問）

18
本会議（一般質問）

19
本会議（一般質問）

20 春分の日 21

22 23 24
本会議（採決）

25 26 27 28

議員３名の辞職に伴い実施された上越市議会議員補欠選挙で、次の３名が当選しました。 

氏　　　名：渡邉　希
議 席 番 号：１番
常任委員会：総務
特別委員会：観光振興対策
会　　　派：参政党 

 
   
 
 

 

 ≪　上越市議会議員補欠選挙の結果のお知らせ　≫ 

氏　　　名：中土井　かおる
議 席 番 号：１３番
常任委員会：厚生
特別委員会：災害対策 
会　　　派：市民クラブ

 
 
 

 
 

氏　　　名：宮川　大樹
議 席 番 号：１９番
常任委員会：文教経済
特別委員会：観光振興対策（委員長）  
会　　　派：無所属

  
 

  

 

委 員 会
動画配信

本 会 議
動画配信

 じょうえつ市議会だより 2026冬 20次号は、令和８年４月 25 日発行です。

編
集
後
記

　
令
和
７
年
は
、
喜
び
も
課
題
も
併
せ

持
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
交
錯
し

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
新
市
長
を
迎

え
、
市
政
の
新
た
な
歩
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
新
年
度
か
ら
は
い
よ
い
よ
議

会
改
革
の
取
組
も
本
格
化
し
ま
す
。
今

年
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
議
会
一

丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子

副
委
員
長　
櫻
庭　
節
子

委　
　
員　
渡
邉　
希

　
　
　
　
　
降
旗　
太
地

　
　
　
　
　
西
沢　
智
子

　
　
　
　
　
山
本　
佳
洋

　
　
　
　
　
関
川　
信
之

　
　
　
　
　
小
林　
和
孝

　
　
　
　
　
上
野　
公
悦

　
　
　
　
　
渡
邉　
隆


